


























































































昨年の秋頃から段々再びやってきまして，殊に今年の 1 月から 3 月までの間に，130 名程























飯島は 1914 年に東京高師英語専攻科を卒業した後に東京高師の講師となった．1916 年


















徐が 3 年生の 1919 年 3 月，張黄は東京高師を卒業して京都帝国大学文学科英文学専攻









































は不明であるが，1922 年に発行された北京高師の学会誌『国文学会叢刊』第 1 巻第 1 期
に掲載された「国文学会」の「会員録」には，徐の名前があり 41)，また徐の専門から考え
ると，文学関係の授業を担当していたのではないかと考えられる．
1922 年 9 月 5 日，徐は張黄の案内で周氏兄弟（魯迅と周作人）の自宅を訪問した 42)．
これ以降，徐と周氏兄弟との交流が頻繁となった．張黄が徐を周作人に紹介したのは，特
























この日文組は日中戦争が勃発した 1937 年まで続いた．この 6 年間，教師陣には，周作
人教授，徐祖正教授，銭稲孫講師がおり 51)，月給は周作人が 500圓，徐祖正が 400圓，銭




























ン主義の筆頭であるジョージ・ゴードン・バイロン（George Gordon Byron, sixth Baron,
1788-1824年），パーシー・ビッシュ・シェリー(Percy Bysshe Shelley, 1792-1822年)，ジョ
ン・キーツ（John Keats, 1795-1821年），ウィリアム・ブレイク（William Blake, 1757-1827
年），自然主義文学について，フランスを代表する自然主義文学者であるアンリ・ルネ・








（「Leanderと Hero」）を取り上げ，キーツの「If I hid myself,it sure shall be In the very fane,the
light of Poesy;If I do fall,at least I will be laid Beneath the silence of a poplar shade」という言
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葉を引用しており，その文学への献身的な精神に感銘を受けたことが窺える．また，一個
















































































（2007年 3月 28日発表）董馥栄「徐祖正駱駝書屋所蔵『閨闈叢珍』」（『文献』第 2期，2007
年 4 月，127-133 頁）がある．「1895 年」を記した代表的なものは，徐祖正の甥にあた
る李忠霖の遺稿「徐祖正教授逸聞数則」（中国人民政治協商会議江蘇省昆山市委員会文
史征集委員会編『昆山文史』第九輯，内部資料，1990 年 12 月，10-14 頁）である．そ
の他，『魯迅全集』第 19巻『日記Ⅲ・日記注釈索引』（1989 年第三刷，537 頁），北京大
学の卒業生である陳応年の回顧文「深切懐念徐祖正教授」（2006 年 11 月 24 日ネット上
発表）がある．「1897 年」を記した代表的なものは，『日本留学支那要人録』（興亜院政
務部，1942 年 3月，95 頁）である．その他，と李立明『中国現代六百作家小傳』（波文











5)吉田精一『近代日本文学概説（改訂版）』秀英出版，1985 年 4 月改訂 12 版，51-52 頁．
6)銭理群・温儒敏・呉福輝『中国現代文学三十年（修訂本）』（北京大学出版社，1998年，17
頁）には，創造社成立時のメンバーとして「徐祖正」の名を連ねるだけである．王琢ら
編『中日比較文学研究資料彙編』（中国美術学院出版社，2002 年 3 月，170 頁）には，
徐祖正が「東京帝国大学で学んだ」と誤記した．こうした誤記は，武継平『郭沫若留日



































16)「江蘇省の日本留学生給費方法」，「時報」，『支那』第 4巻第 10号，1913年 5月 15日，61
頁．
17)「海外留学生学資」，「時報」，『支那』第 4巻第 17号，1913年 9月 1日，64頁．
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日，76頁．
20)『支那』第 4巻第 11号，1913年 6月 1日，64頁．
21)「歴史と沿革」，中央大学附属中学校・高等学校ホームページ参照．
22)「外国学生」『東京高等師範学校一覧』1916年度参照．





ある「The Times Literary Supplement」（タイムズ文芸附録）に『Nami-ko』の書評が載っ
ていた（1904年 6月 24日）．
27)『東京高等師範学校一覧』1915 年度と 1916 年度の「外国学生」名簿を対照して数え
れば，1916年度の入学者数が分かる．
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28)「東京高等師範学校概覧（1916 年 6 月 1 日）」（『東京高等師範学校一覧』1916 年度）
によると，東京高師は 1915 年に改編し，修業年限は予科一年を含んだ四年であった．
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絲』，『猛進』の投稿者．1925 年 12 月から翌年 4 月にかけ，魯迅と輪番で『国民新報副
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二次大戦後の日本に戦勝国中国の代表として駐在した（『日本留学支那要人録』（興亜院
















の日付から分析すると，徐は 7月から 8月までの間に帰国したことが分かる．おそらく 9
月の新年度に赴任したではないかと思われる．
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43)周作人・張黄「北京大学に新設する日本文学系に就いて」『北京週報』弟 25 号，1922
年 7月 16日．
44)『魯迅全集 19 日記Ⅲ・日記注訳索引』学習研究社，1986年 8月，537頁．
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55)祖正「対話與独語」，『駱駝草』週刊第 2期，1930年 5月 19日，1-2頁，前出伊藤虎丸
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56)島崎藤村著，徐祖正訳『新生』上・下，北新書局，1927年 12月．
57)徐祖正「日本人的俳諧精神」，陶亢徳編『日本管窺』宇宙風社，1936 年 12 月，32-39
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64)徐祖正「消息」『語絲』第 140期，1927年 7月 16日，20頁．
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頁．
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